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9月定例会のあらまし

令和７年度決算を認定！

認
定
６
件
、
議
案
７
件
な
ど

原
案
通
り
可
決
！

決算審査特別委員会で審議

９
月
定
例
会
が
、
９
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
の
15
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
当
局
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
決
算
な
ど
認
定
６
件
、
議
案
７
件
に

つ
い
て
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
、
可

決
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
各
課
よ
り
主
要
な
施
策
及
び
予
算
の
執
行

に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
受
け
、
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
調
査
で
は
、
老
人
憩
い
の
家
（
二
子
の
里
）
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
上
南
部
第
３
学
童
）
、
う
め
振
興

館
、
下
水
道
処
理
施
設
等
で
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
梅
受
粉
用

ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
設
置
支
援
補
助
金
、
千
里
ケ
丘
球
場
災
害

復
旧
工
事
請
負
費
、
上
南
部
及
び
高
城
こ
ど
も
園
照
明
器

具
更
新
工
事
設
計
委
託
料
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
関
連
で
は
、
み
な
べ
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
５
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
た
だ
し
ま

し
た
。
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9月定例会のあらまし

R7年度R6年度億
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国民健康保険 介護保険 後期高齢者医療

17.1億円17.1億円17.7億円17.7億円

15.3億円15.3億円15.3億円15.3億円

3.6億円3.6億円 3.9億円3.9億円

●特別会計　歳出総額　36億8,634万円

●水道事業会計（収益的収支） ●下水道事業会計（収益的収支）
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●一般会計
102億963万円歳 入 歳 出 93億4,693万円
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※グラフデータは主要な項目を掲載しています。

営業収益

営業外収益

営業費用

営業外費用

R7年度R6年度 R7年度R6年度

億

0
1
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3
4
5
6
7

下水道事業費用

5.4億円5.4億円

1.3億円1.3億円

下水道事業収益

5.1億円5.1億円

1.3億円1.3億円

8,500万円8,500万円

5.1億円5.1億円

7,493万円7,493万円

5.2億円5.2億円

みなべ町議会だよりP3



決算審査特別委員会審査報告
歳入では町税や交付税、寄附金などの状況を確認し、歳出では施策の目的・投入金額・成果

の妥当性について質疑を行いました。その結果特に問題は見受けられませんでした。

総括
歳入では、自主財源比率が28.7％と低下した一方で、ふるさと応

援寄附金が２億8,600万円と微増ですが、年々増加傾向にあります。
歳出では、民生費26％をはじめ各分野で増加しているものの、

町債残高は約88億6千万円へと減少しており、財政健全化の取り組
みが続いています。不用額は6.3％と前年度より1.1％増となり、予
算立てにあたり、より正確な積算と迅速な執行が求められます。

団体への補助金については、活動の公益性や事業効果はもちろ
んのこと、使途の妥当性なども十分審査するよう求めました。

総務課
ふるさと応援寄附金では、メニューが見直されました。
今後、町の重点課題や新たな施策での戦略的な活用を
求めました。
災害時の備蓄品は、町内約40カ所に分散していますが、
大規模災害時に各避難所へ確実に届ける体制づくりを
要望しました。災害時の協力井戸88カ所については位
置の周知や看板設置を要望しました。

住民福祉課
国民健康保険については、被保険者が減少する一方で、医
療費が増加している状況を踏まえ、特定健診の受診の呼び
かけや予防診療による疾病の早期発見・重症化予防を一層
進めることが必要です。そのための努力や工夫を求めました。

教育学習課
学校での生徒用パソコンの更新で、旧機器の処分は再利
用または資源としてリサイクルしているとの回答がありました。
社会教育関係での夏の子どもまつり事業については、
協力する漁業者の負担にも配慮しながら継続して実施
できるよう求めました。

産業課
農業振興では、スマート農機の導入状況や申請実績
等を踏まえた適切な予算計上に努めてください。ま
た森林環境譲与税を活用し、間伐や危険木対策に取
り組む必要があると確認しました。

税務課
町税の徴収率は町民税99.0％、固定資産税98.8％と県
内でも高い水準にあり、今後もこの水準を維持する意
向が示されました。

健康長寿課
老人憩いの家（二子の里）については、今後大規模
な修繕が必要となった場合は、施設存続の検討が
示されました。ミニドック等で再検査が必要とさ
れた方に対しては、受診のすすめやその後の状況
確認を行っているとのこと。検診による早期発見
により一層努めるよう求めました。

子育て推進課
母子保健事業費増額は、妊婦健診助成、新生児聴覚
検査、産婦健診、１ヶ月児健診の開始、不妊治療助成
の拡大が要因です。母子手帳アプリなど、母子保健DX
をさらに進めることを要望しました。

生活環境課
高齢者のゴミ出し困難が一部で課題になっているなか、
現在福祉部門と連携して、一部世帯で個別収集してい
るとのことです。
上下水道事業においては、今後も安定的な水道事業の
運営と、安全性の高い維持管理を求めました。

うめ課
世界農業遺産や梅のPR等の事業について、情報発信
の工夫を要望しました。また、梅ワーケーション「ＴＵＮ
ＡＧＵ事業」の成果や費用対効果の見える化に努める
よう求めました。

建設課
町営住宅は約20戸が空き家で、12戸は入居に向けた修繕が行われ
ています。その他の工事においては予想外のことが起こり、見積りが
難しいと思いますが、できるだけ不用額を少なくするよう求めました。

令和７年度 決算での指摘事項

ふるさと応援寄附金

手数料
5,000万円

返礼品
9,300万円

寄附活用額
1.43億円

寄附額
2.86億円

9月定例会のあらまし
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※グラフは財源内訳、単位は万円

検診受診率が県平均より高いものの、さ
らにがん患者の早期発見につなぐための
事業です。
肺がん・胃がん・大腸がん等の検診を実施
し、受診者数はのべ6,097人でした。

「梅収穫ワーケーション」など、県内外の企
業などから人材を受け入れ、地域の魅力や価
値を高めながら、協働活動を通じて関係人口
の拡大に取り組みました。
委託先は、一般社団法人日本ウェルビーイン
グです。

令和２年度に整備した生徒用パソコンが
更新時期を迎えて、907台を購入しました。
令和８年４月から各小中学校で使用されて
います。

※Ｐ４参照

農作業の省力化・効率化と生産性向上を図り、
持続可能な農業経営につなげる補助事業です。
高枝剪定バサミ509丁、ラジコン草刈り機 
4台、肥料撒き機1台、作業アシストスーツ
1機、ハウスの高度化1棟に補助金が交付さ
れました。

南海トラフ地震や津波等の大規模災害に備え、
物資の供給が途絶えた場合でも、避難者の生
命と健康を守るための準備を進めています。発
電機12台、トイレ用テント50基、簡易ベッド100台、
蓄電池と投光器セット４機などを購入しました。

399万円

5，477万円

850万円

１，４５２万円

みなべTUNAGU事業

小中学生用
パソコン更新

次世代につなぐ
果樹産地づくり事業

防災備蓄品購入

2,393万円

がん検診事業

妊娠・出産から乳幼児期まで、母親と子ども
の健康を切れめなく守り、安心して子育てで
きる環境を支える事業です。
新生児聴覚検査（27万円）、産婦健康審査
（50万円）、１ヶ月児健康診断（34万円）など
に助成金を交付しました。

111万円

母子保健事業
（新規分)

町
65

国・県
46

負担金他 町国・県

負担金他
399

負担金他 町国・県

町
850

負担金他 町国・県

町
2,150

国・県
3,327

負担金他 町国・県

町
749

国・県
703

負担金他 町国・県

令和７年度はこんな事業に使われました

9月定例会のあらまし

町
2,245

国・県１３８負担金他 
１０

負担金他 町国・県

みなべ町議会だよりP5



部活動遠征にかかる安全確保のため、バス
の借上料を増額します。	 （P７参照）

スペースを広げ、障がいのある方にやさし
いトイレとなるよう整備します。

上南部中学校トイレ修繕費
94万円

注目予算のピックアップ

項　目 補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計 5,506万円

梅受粉用ミツバチ巣箱設置支援補助金	 400万円
上南部こども園照明器具更新工事設計委託料	 225万円
遠足（部活動遠征）等バス借上料	 84万円
上南部中学校トイレ修繕費	 94万円
高城こども園照明器具更新工事設計委託料	 135万円
千里ヶ丘球場災害復旧工事請負費	 750万円
はあと館修繕費	 33万円
梅の特許取得出願手数料	 31万円

104億3,919万円

国民健康保険
特別会計

409万円 事業精算にともなう返還金 17億5,269万円

介護保険
特別会計

2,807万円 事業精算にともなう返還金 17億4,872万円

補 正 予 算９月定例会の一般会計

上南部こども園照明器具
更新工事設計委託料

遠足（部活動遠征）等バス借上料

225万円

84万円

ミツバチ巣箱設置
支援事業補助金

400万円
梅の受粉の促進に向け、できるだけ多くの
農家が巣箱を設置するよう新たな補助金を
設けました。（一箱につき2,000円を補助）

照明器具をＬＥＤ化
するための設計費用
です。

9月定例会のあらまし

MINABE
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す
る
の
か
。

A
打
診
調
査
で
浮
い
た
タ

イ
ル
を
確
認
し
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
後
の
タ
イ
ル
仕
上
げ
は

行
わ
ず
、
今
後
も
危
険
箇
所

が
生
じ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

教
育
学
習
課

遠
足
等
バ
ス
借
上
料

（
８４
万
円
）

Q
部
活
動
の
遠
征
バ
ス
代

は
、遠
足
と
項
目
を
分
け
、使

途
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

A
今
回
、
従
来
と
同
じ
項

目
で
計
上
し
ま
し
た
が
、
来

年
度
は
「
部
活
動
バ
ス
借
上

料
」
な
ど
、
別
項
目
で
の
計

上
を
考
え
ま
す
。

７
月
臨
時
会

契
約
の
締
結

産
業
課

小
倉
谷
池
（
東
本
庄
）
仮
設

道
工
事	

（
２
６
９
万
円
）

小
倉
谷
池
堤
体
改
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結

（
８
３
１
２
万
円
）

Q
令
和
９
年
度
ま
で
の
全

体
事
業
費
と
町
の
負
担
額
は

い
く
ら
か
。

A
全
体
事
業
費
は
約
２
億

７
０
０
０
万
円
。
国
の
補
助

率
60
％
、
町
負
担
で
、
約
１

億
８
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

Q
掘
削
し
た
土
は
ど
こ
へ

搬
出
す
る
の
か
。

A
現
在
の
設
計
で
は
、
西

本
庄
の
ナ
デ
オ
地
区
へ
搬
出

す
る
予
定
で
す
。

消
防
防
災
室

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

に
係
る
物
品
売
買
契
約
の

締
結	

（
２
９
１
９
万
円
）

Q
６
社
中
、応
札
が
１
社
と

な
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
約

２
９
０
０
万
円
の
金
額
は
妥

当
な
の
か
。

A
業
者
側
の
受
注
の
ひ
っ

ぱ
く
や
機
器
調
達
の
困
難
、

仕
様
へ
の
対
応
が
で
き
な
い

こ
と
な
ど
が
辞
退
理
由
で

す
。
部
品
価
格
の
高
騰
や
他

の
事
例
な
ど
か
ら
、
金
額
は

妥
当
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

産
業
課

梅
受
粉
用
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱

設
置
支
援
事
業
補
助
金

（
４
０
０
万
円
）

Q
巣
箱
が
不
足
す
る
中
、

補
助
す
る
こ
と
で
設
置
数
は

増
え
る
の
か
。

ま
た
、２
０
０
０
箱
を
確
保

で
き
る
の
か
。

A
不
作
対
策
と
し
て
受
粉

を
促
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

必
要
数
の
早
期
の
把
握
に
よ

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

り
、
県
内
外
か
ら
の
巣
箱
の

確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

う
め
課

う
め
振
興
費
一
般
備
品
購

入
費	

（
７６
万
円
）

Q
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
パ
ソ
コ
ン
を
購

入
と
な
っ
て
い
る
が
ど
の
程
度

発
信
す
る
の
か
。　

ま
た
、職
員
の
対
応
や
町

民
か
ら
の
写
真
提
供
は
。

A
現
在
は
月
８
回
、
業
者

に
委
託
し
て
い
ま
す
。　

今
後
は
、
職
員
自
身
で
の

発
信
も
め
ざ
し
ま
す
。

町
民
か
ら
の
素
材
提
供

は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

住
民
福
祉
課

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
修
繕
料	

（
３３
万
円
）

Q
は
が
れ
か
け
た
タ
イ
ル
以

外
に
も
落
下
の
危
険
は
な
い

か
。撤
去
後
の
処
置
は
ど
う

7月臨時会・9月定例会のあらまし

みなべ町議会だよりP7



これまでの活動

これからの取り組み

委員会の目的

必要な資料の
確認

追加調査
・確認

委員会での
検討

政策提言に
つなげる

『防災とまちづくり
特別委員会』報告

●町当局からの意見聴取 ●地元区からの意見聴取
９月１日、庁舎移転方針の検討状

況や、基本構想・基本計画の策定に
向けた業務スケジュール、現庁舎周
辺区との協議状況などについて、町
当局から説明をうけました。

今後の計画や町主催の検討委員会
での意志決定の過程について、引き
続き確認していきます。

30 年ほど前、現庁舎の建設にあた
って、下水処理場の建設とも関係し
て地元区との協議により確認書を交
わした過去があります。　　

これにより地元区では、町当局に
対し庁舎の今後について説明を求め
ています。このことを踏まえ、特別
委員会では９月１日に区の代表者か
ら意見を聞かせてもらいました。

本特別委員会は、庁舎移転や防災対策など、町民の安全・安心と将来のまち
づくりについて幅広く調査し、議会としてのチェックや提言につなげること
を目的としています。

9月定例会のあらまし

みなべ町議会だより P8



５人の議員が登壇
ページ 質問者と質問内容

Ｐ１0
真 造  賢 二 議員
①限られた財源のなかでの公共施設の津波防災対策を問う
②元清川中学校の跡地利用を問う

Ｐ１1
細 川  安 弘 議員
①将来を見すえたまちづくりを、学校統合・移転をどう考え
るのか

Ｐ１2 﨑 山  晃 市 議員
①今後、町はどのように梅振興にかかわっていくのか

Ｐ１3 松 下  恭 子 議員
①	今後の町財政運営と「退却戦」の整合性を問う

Ｐ１4 丸 山  幸 雄 議員
①水道施設と下水道施設の老朽化の現状と耐震化について

（通告順で掲載）

８
月
６
日　
　

県
議
長
会
主
催　

全
議
員
研
修
会

（
か
つ
ら
ぎ
町
）

　
　

６
日　
　

防
災
と
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
　

27
日　
　

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

28
・
29
日　
　

町
村
議
会
広
報
研
修
会
（
広
報
委
員
会
）

９
月
１
日　
　

防
災
と
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
　

４
日　
　

第
３
回
定
例
会　

開
会　

　
　
　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

７
・
８
日　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

９
日　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
現
地
審
査
・
ま
と
め
）

　
　

11
日　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

16
日　
　

一
般
質
問

　
　

18
日　
　

第
３
回
定
例
会　

閉
会

　
　

18
日　
　

全
員
協
議
会

　
　

28
日　
　

広
報
特
別
委
員
会

　
　

30
日
～　

10
月
２
日　

 

５
・
６
日　
　

広
報
特
別
委
員
会

　
　

13
日　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

14
日　
　

広
報
特
別
委
員
会

　
　

20
日　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

26
日　
　

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

防
災
と
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
　

28
日　
　

第
３
回
臨
時
会

　
　

30
日　
　

田
辺
市
及
び
周
辺
町
議
会
正
副
議
長
会　

　
　
　
　
　
　

総
会
・
研
修
会

委
員
会
合
同
視
察
研
修
（
静
岡
県
）

一般質問

みなべ町議会だよりP9

議会の動き

町
政
の

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一 般 質 問



質
問解

体
後
、
宅
地
造
成
と
の

説
明
だ
っ
た
が
。

町
長宅

地
造
成
に
は
様
々
な

課
題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
。

需
要
や
事
業
採
算
性
を
慎

重
に
見
極
め
判
断
す
る
。

再
質
問　

高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
場
所
で
一
緒
に
暮
ら
せ

る
集
合
住
宅
を
建
設
し
て
は
。

食
事
、
買
い
物
、
交
通
、
介

護
の
機
能
を
集
約
し
た
福
祉

の
ま
ち
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
も

効
率
的
に
提
供
で
き
る
。

町
長高

齢
者
福
祉
は
非
常
に

重
要
な
課
題
。
こ
の
案
も
頭

の
片
隅
に
置
き
、
地
元
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
。

質
問限

ら
れ
た
財
源
で
全
公
共

施
設
の
津
波
防
災
対
策
を
完

遂
す
る
に
は
、
移
転
で
は
な

く
、
現
庁
舎
を
防
災
改
修
し

低
予
算
に
抑
え
る
べ
き
、
と

の
考
え
で
質
問
す
る
。

①
移
転
は
決
め
て
い
な
い
と

い
う
説
明
と
コ
ン
サ
ル
公
募

の
仕
様
書
と
の
整
合
性
は
。

②
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
被

災
時
の
代
替
拠
点
と
し
て
早

急
に
整
備
す
べ
き
で
は
。

③
津
波
被
害
を
受
け
て
も
行

政
機
能
が
維
持
で
き
る
こ
と

が
大
命
題
。
現
庁
舎
防
災
改

修
＋
代
替
拠
点
強
化
を
比
較

案
に
す
べ
き
で
は
。

④
平
成
８
年
の
栄
町
区
と
の

「
確
認
書
」
に
対
す
る
認
識

は
。
何
ら
か
の
反
省
点
が
あ

る
の
で
は
。

⑤
行
政
機
能
維
持
と
学
校
施

設
の
安
全
確
保
の
優
先
順
位
は
。

⑥
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場

の
防
災
対
策
も
同
時
に
検
討

す
べ
き
で
は
。

町
長

①
仕
様
書
に
は
改
修
を
明

記
し
て
い
な
い
が
、
庁
舎

の
移
転
を
決
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

②
代
替
施
設
と
し
て
の
機

能
強
化
は
検
討
課
題
。

③
現
庁
舎
の
防
災
改
修
や

代
替
拠
点
の
機
能
強
化
も

含
め
、
行
政
機
能
の
継
続

と
い
う
観
点
か
ら
幅
広
く

整
理
・
検
討
。

④
確
認
書
に
基
づ
き
誠
意

を
持
っ
て
事
業
を
推
進
し

て
き
た
と
の
認
識
。

⑤
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
と

い
う
こ
と
が
最
優
先
。
教
育

環
境
全
体
を
勘
案
し
検
討
。

⑥
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
の
中
で
津

波
防
災
対
策
も
検
討
中
。

再
質
問
・
再
々
質
問

移
転
か
改
修
か
は
重
要
な

検
討
の
方
向
性
だ
。
明
記
・

明
示
す
べ
き
で
は
。

確
認
書
に
あ
る
相
互
信
頼

に
基
づ
き
誠
意
を
持
っ
て
協

議
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

何
ら
か
の
反
省
点
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

町
長　仕

様
書
に
記
載
は
な
い

が
、
私
の
言
葉
を
信
じ
て

今
後
の
進
め
方
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

確
認
書
の
反
省
点
に
つ

い
て
は
、
第
三
者
の
意
見

も
聞
く
方
が
良
い
と
現
時

点
で
は
思
っ
て
い
る
。

副
町
長　

仕
様
書
に
改
修
と
い
う

言
葉
が
な
い
の
は
、
業
者

が
同
じ
観
点
で
見
積
り
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
。

町
長
の
言
葉
が
担
保
。

津波防災 真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員

質
問
：
元
清
川
中
学
校
の
跡
地
利
用
を
問
う

答
弁
：
宅
地
造
成
は
需
要
や
採
算
性
を
慎
重
に
判
断

質問 限られた財源の中での公共施設の津波
防災対策を問う

答弁 庁舎の移転か改修かは行政機能の継続
という観点から幅広く整理・検討

一般質問

高齢者集合住宅（コンパクトシティ構想）
真造議員作成

みなべ町議会だより P10



一般質問

質
問将

来
の
少
子
化
・
防
災
を

見
据
え
、
小
中
学
校
の
統

合
・
移
転
及
び
検
討
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長少

子
化
で
10
年
後
に
は
各

学
年
１
ク
ラ
ス
規
模
が
予
想

さ
れ
、
教
育
環
境
や
部
活
動
、

教
員
配
置
な
ど
に
課
題
が
生

じ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
・
小
学
校
と
も
将

来
の
統
合
の
必
要
性
を
念
頭

に
、
保
護
者
・
地
域
の
声
を

聞
き
な
が
ら
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
総
合
的
に
検
討
を

進
め
ま
す
。

津
波
浸
水
想
定
区
域
内
に

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
検

討
委
員
会
な
ど
で
ど
う
進
め

て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
も

う
少
し
考
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

庁
舎
移
転
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
全
体

の
問
題
に
関
わ
る
部
分
に
な

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

再
々
質
問

庁
舎
移
転
方
針
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
庁
舎
移
転
と

あ
る
南
部
小
・
中
学
校
に
つ
い

て
は
、防
災
上
の
安
全
性
を
踏

ま
え
た
統
合
移
転
も
必
要
と

考
え
、検
討
を
加
速
し
ま
す
。

検
討
委
員
会
設
置
は
有
効

な
手
法
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
と
協
議
し
な
が
ら
見
極
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

南
部
小
中
の
津
波
リ
ス
ク

を
踏
ま
え
た
統
合
・
高
台
移

転
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会

の
早
期
設
置
と
早
急
な
取
り

組
み
を
再
度
求
め
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。

町
長子

ど
も
の
命
の
リ
ス
ク
を
下

げ
る
た
め
、統
合
移
転
の
必
要

性
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

移
転
と
統
合
で
は
大
き
く

違
っ
て
き
ま
す
。
統
合
の
方

が
財
政
面
も
含
め
て
現
実
的

か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
合
意
形
成
を
図
っ
て

密
接
な
関
係
の
あ
る
学
校
統

合
移
転
に
つ
い
て
議
論
で
き

な
い
か
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長庁

舎
移
転
方
針
検
討
委
員

会
で
は
、
学
校
の
移
転
や
統

合
の
意
見
は
必
然
的
に
出
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

委
員
に
は
教
育
関
係
者
の

方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
あ
る
程

度
の
方
向
性
を
教
育
委
員
会

で
も
検
討
し
た
上
で
、
庁
舎

移
転
方
針
検
討
委
員
会
の
意

見
と
し
て
議
論
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質問 将来を見すえたまちづくりを、学校
統合・移転をどう考えるのか

答弁 教育委員会と協議し、検討を進めたい

まちづくり 細
ほそ

川
かわ

安
やす

弘
ひろ

 議員

計
95
93
76
111
96
88
93
107

年齢
8
9
10
11
12
13
14
15

計
60
38
51
53
63
70
80
76

年齢
0
1
2
3
4
5
6
7

中学校

上南部　南部

切目　清流
稲原　印南

令和10年度開校
いなみ中学校

央和

松洋

日高

由良
御坊　湯川
河南　名田
大成

小学校

清川　高城
上南部　南部　岩代

切目　清流
稲原　印南

川辺西　川辺東
中津　美山
松原　和田

内原　志賀

由良
御坊　湯川　藤田
野口　塩屋　名田

御坊市日高川町中学校組合

市町名

みなべ町

印南町

日高川町

美浜町

日高町

由良町

御坊市

みなべ町年齢別人口

日高地方の小中学校

令和８年３月３１日　現在

みなべ町議会だよりP11



一般質問

梅
産
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

質
問
❶

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

梅
産
業
は
、
世
界
農
業
遺

産
に
も
認
定
さ
れ
、
町
の

経
済
や
文
化
を
支
え
る
最

重
要
な
柱
で
す
。

し
か
し
、
近
年
の
異
常

気
象
、
生
産
資
材
高
騰
、

従
事
者
の
高
齢
化
等
に
よ

り
、
持
続
可
能
性
が
揺
ら

い
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
梅
産
業
推
興

に
む
け
た
10
、
20
年
先
を

見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

町
長梅

産
業
は
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
り
、
世
界
農
業

遺
産
の
中
心
と
し
て
、
経

済
・
景
観
・
文
化
を
支
え

る
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

一
方
で
、
近
年
の
不
作
、

異
常
気
象
、
生
産
資
材
の

高
騰
、
担
い
手
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
な
ど
、
将

来
の
持
続
性
に
対
し
、
危

機
感
を
持
っ
て
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

は
、
①
生
産
基
盤
の
強
化

②
生
産
技
術
の
高
度
化
と

安
定
生
産
③
担
い
手
の
確

保
・
育
成
④
加
工
業
者
と

の
連
携
を
柱
に
、
国
・
県

と
も
連
携
し
な
が
ら
総
合

的
に
梅
産
業
振
興
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
う
め
課
﹂
の
業
務
の
あ
り

方
に
つ
い
て

質
問
❷

業
務
内
容
に
は
、
生
産
・

技
術
の
向
上
・
開
発
・
Ｐ

Ｒ
・
観
光
な
ど
、
業
務
が
大

変
密
な
状
態
と
思
わ
れ
ま

す
。
う
め
課
の
組
織
と
し
て

の
あ
り
方
、
体
制
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長「

う
め
課
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
生
産
技
術

支
援
、
加
工
・
開
発
、
販

促
、
Ｐ
Ｒ
、
観
光
な
ど
広

範
な
業
務
を
担
い
、
重
要

な
部
署
で
あ
る
と
高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
職
員
数
に
比

べ
、
業
務
が
過
度
に
集
中

し
て
い
る
と
の
ご
指
摘
も

踏
ま
え
、
今
後
は
加
工
業

者
等
に
よ
る
販
売
促
進
・

Ｐ
Ｒ
と
の
役
割
分
担
を
進

め
ま
す
。
う
め
課
は
生
産

安
定
や
技
術
向
上
な
ど
、

行
政
に
し
か
で
き
な
い
分

野
へ
重
点
化
を
図
り
ま
す
。

必
要
な
人
員
体
制
や
専

門
性
の
確
保
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、
梅
産
業
が
将

来
に
わ
た
り
本
町
の
誇
り

で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

質問 梅振興と「うめ課」の業務について問う
答弁 総力を挙げて取り組む

産　業 﨑
さき

山
やま

晃
こう

市
いち

 議員

うめ課の観光ＰＲ活動

スマート農業研修会
（県うめ研主催）
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一般質問

質
問人

口
減
少
や
物
価
高
騰

で
住
民
も
町
財
政
も
厳
し

い
中
、
「
退
却
戦
」
と
の

整
合
性
を
伺
い
た
い
。　

　

①
岩
代
駅
舎
改
修
、
②

で
あ
り
、
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
運
営
を
改
善
し
て

い
き
ま
す
。

②
庁
舎
は
移
転
あ
り
き
で

は
な
く
改
修
・
分
散
も
含

め
、
防
災
機
能
と
費
用
を

比
較
し
、
有
利
な
起
債
も

活
用
し
負
担
抑
制
を
図
り

ま
す
。

③
職
員
数
は
今
後
も
概
ね

横
ば
い
で
、
将
来
の
A
I

活
用
も
見
据
え
適
正
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員

能
力
向
上
と
業
務
効
率
化

を
進
め
、
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
ま
す
。

再
質
問

岩
代
駅
舎
の
利
用
条
件

は
。
ま
た
、
行
政
を
住
民

の
方
か
ら
評
価
し
て
も
ら

う
窓
口
対
応
ア
ン
ケ
ー
ト

導
入
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。

町
長岩

代
駅
待
合
室
や
多
目

庁
舎
の
移
転
の
あ
り
方
、

③
人
件
費
増
に
な
っ
て
い

る
行
政
改
革
の
考
え
は
。

（
左
記
表
を
見
な
が
ら
お

読
み
く
だ
さ
い
）

町
長私

の
言
う
「
退
却

戦
」
は
、
縮
小
や

撤
退
の
意
味
で
は

な
く
、
限
ら
れ
た

人
的
、
財
政
的
資

源
を
見
極
め
次
の

世
代
へ
の
持
続
可

能
な
形
で
引
き
継

ぐ
た
め
の
財
政
運

営
で
す
。

①
岩
代
駅
舎
は
利

用
者
の
安
全
確
保

と
熊
野
古
道
の
玄

関
口
と
し
て
必
要

的
ス
ペ
ー
ス
は
、
基
本
的

に
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

物
販
等
は
一
定
の
条
件
が

あ
り
、
限
定
的
に
な
り
ま

す
。窓

口
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
は
他
市
の
事
例
も
参

考
に
研
究
し
ま
す
。

再
々
質
問

今
後
の
町
財
政
運
営
が

住
民
の
方
か
ら
信
頼
を
置

い
て
も
ら
え
る
よ
う
職
員

雇
用
も
含
め
、
気
を
引
き

締
め
て
ほ
し
い
。

町
長現

有
職
員
が
効
率
的
に

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
職
場
づ
く
り
を
意
識

し
て
い
ま
す
。
私
自
身
の

給
与
２
割
カ
ッ
ト
は
、
退

却
戦
の
覚
悟
と
財
政
健
全

化
へ
の
決
意
の
表
れ
で
す
。

　

全
体
と
し
て
、
引
き
締

め
つ
つ
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

質問 町財政運営と「退却戦」の整合性は
答弁 次の世代へ持続可能な財政運営に取

り組む

政　策 松
まつ

下
した

恭
きょう

子
こ

 議員

町
長
は
今
後
の
方
向
性
と
し
て
「
退
却
戦
」
を
示
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
年
大
き
な
出
費
が
続
い
て
い
ま

す
。
「
退
却
戦
」
と
一
貫
性
が
あ
る
の
か
確
認
と
し
て
一

般
質
問
し
ま
し
た
。

みなべ町議会だよりP13



一般質問

質
問近

年
の
地
震
で
水
道
・

下
水
道
が
大
き
な
被
害
を

受
け
、
長
期
断
水
な
ど
住

民
生
活
へ
深
刻
な
影
響
が

生
じ
ま
し
た
。
本
町
施
設

の
老
朽
化
と
耐
震
化
の
現

状
、
更
新
・
耐
震
化
の
具

体
的
な
計
画
、
予
防
保
全

の
今
後
の
方
針
を
伺
い
ま

す
。

町
長本

町
水
道
は
浄
水
場
６
、

配
水
池
11
の
17
施
設
の
う

ち
２
施
設
が
法
定
耐
用
年

数
超
過
、
管
路
２
２
３
㎞

の
う
ち
約
62
㎞
が
40
年
経

過
し
て
い
ま
す
。
耐
震
化

は
管
路
約
71
㎞
で
、
耐
震

化
率
約
32
％
で
す
。
下
水

道
は
４
処
理
場
で
建
屋
等

は
一
定
の
耐
震
機
能
を
確

保
し
、
管か

ん

渠き
ょ

も
指
針

基
準
に
よ
り
施
工
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
重
要
な
み
な

べ
浄
水
場
の
高
台
移
転

を
進
め
る
と
と
も
に
、

漏
水
頻
度
の
高
い
基
幹

管
路
等
の
耐
震
化
を
優

先
し
ま
す
。

下
水
道
は
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
策
定
し
、
事
後
保
全

か
ら
予
防
保
全
へ
転
換

し
、
優
先
順
位
を
付
け

て
計
画
的
に
修
繕
・
改

築
を
実
施
し
、
補
助
制

度
も
活
用
し
な
が
ら
安
定
し

た
機
能
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

再
質
問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

で
水
道
・
下
水
道
施
設
、

管
路
が
被
災
し
た
場
合
、

町
職
員
だ
け
で
の
対
応
は

困
難
で
す
。
建
設
業
者
や

関
係
団
体
、
他
自
治
体
と

の
応
援
協
力
体
制
は
、
現

在
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長小

規
模
災
害
時
は
町
内
の

管
理
業
者
で
対
応
し
ま
す
が
、

熊
本
地
震
級
の
大
規
模
災
害

で
は
本
町
の
み
で
の
対
応
は

困
難
な
た
め
、
各
種
協
定
に

よ
り
応
援
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

水
道
事
業
は
、
全
国
の
自

治
体
が
日
本
水
道
協
会
に

加
盟
し
、
地
方
支
部
等
と

の
災
害
時
相
互
応
援
協
定

に
よ
り
、
給
水
車
派
遣
や

応
急
復
旧
活
動
の
支
援
を

受
け
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
一
般
廃

棄
物
の
応
急
対
策
や
管
路
施

設
の
復
旧
支
援
に
関
す
る
協

定
に
基
づ
き
、
し
尿
処
理
、

ご
み
収
集
運
搬
、
巡
視
・
点

検
・
修
繕
等
の
応
急
業
務
を

実
施
し
ま
す
。

み
な
べ
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
日
本
下
水
道
事

業
団
の
支
援
も
受
け
る
体
制

で
す
。

質問 水道施設と下水道施設の老朽化の現状
と耐震化について問う

答弁 優先順位を付けて計画的に修繕・改築

まちづくり 丸
まる

山
やま

幸
ゆき

雄
お

 議員
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委員会レポート

８月２８日、渋谷公会堂において「令和８年度全国町村議会広報研修会」が開催され、
当議会から７名の議員が出席し研修を受けてきました。

広報特別委員会
委員会レポート

全
国
議
会
広
報
研
修
会

本
町
で
は
議
会
だ
よ
り
を

年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

読
ん
で
も
ら
え
る
議
会

だ
よ
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
毎

回
広
報
委
員
が
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
議
会
だ
よ
り
を

編
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
で
学
ん

だ
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

研
修
１

﹁
住
民
と
議
会
を
つ
な

ぐ
広
報
デ
ザ
イ
ン
術
﹂

①
読
み
手
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

コ
ン
セ
プ
ト
を
絞
る
。

②
情
報
は
整
理
し
て
文
章
を

簡
潔
に
す
る
。

③
見
出
し
を
大
き
く
し
た

り
、
文
字
・
素
材
・
写
真
・

余
白
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
。

④
関
心
が
高
い
案
件
や
住
民

生
活
に
関
わ
る
記
事
を
優
先

的
に
扱
い
、
行
政
用
語
等
は
言

い
換
え
や
解
説
を
添
え
る
。

さ
ら
に
視
認
性
・
可
読

性
・
判
読
性
を
高
め
る
た
め

に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
導
入
を
心
が
け
、「
読

み
手
を
第
一
に
考
え
た
広
報

紙
」
の
作
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

研
修
２

﹁
議
会
広
報
紙
の
ビ
フ

ォ
ー
ア
フ
タ
ー　

効
果
的

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
﹂

広
報
紙
に
重
要
な
の
は
、

①
デ
ザ
イ
ン
、
②
見
出
し
、

③
情
報
の
３
つ
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
は
セ
オ
リ
ー
が
あ
る
こ

と
、
な
か
で
も
、
デ
ザ
イ
ン
と

見
出
し
の
役
割
が
大
き
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

会
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

特
に
、
外
部
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
「
広
報
ア
ド
バ

イ
ス
」
や
、
町
民
の
声
を
反

映
す
る
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」

は
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
広
報
委
員
だ

け
に
任
せ
ず
、
議
員
全
員
で

広
報
活
動
を
支
え
る
姿
勢
も

印
象
的
で
し
た
。

今
回
の
研
修
で
得
た
知

見
を
生
か
し
、
み
な
べ
町
議

会
で
も
、
よ
り
わ
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
議
会
広
報

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
デ
ザ
イ
ン
で
は

・
余
白
を
作
る

・
メ
リ
ハ
リ
を
作
る

②
見
出
し
で
は

・
端
的
に
短
く

・
大
き
く
表
現

・
内
容
を
一
目
で
知
ら
せ
る

③
情
報
で
は

・
や
さ
し
い
言
葉
使
い

・
情
報
量
を
抑
え
る

事
例
解
説
と
し
て
、
愛

知
県
大
治
町
、
秋
田
県
八
郎

潟
町
、
高
知
県
仁
淀
川
町
を

実
例
に
、
改
善
ポ
イ
ン
ト
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く

れ
ま
し
た
。
日
頃
こ
う
し
た

こ
と
に
気
を
つ
け
て
き
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
改
め
て
そ

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
の
制
作
に
大
い
に
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
３

﹁
山
形
県
川
西
町
議
会
に
お

け
る
議
会
広
報
の
取
り
組
み
﹂

議
会
広
報
は
単
な
る
活
動

報
告
で
は
な
く
、
町
民
と
議

みなべ町議会だよりP15



8月26日までの50日間、周辺でほとん
ど雨がなかった島ノ瀬ダム。ついに8月
31日から灌

か ん

水
す い

（水やり）停止となりまし
た。

ダム付近の今年の降雨量は、近年の
平均と比べると、7月195→106mm、8月
251→53mmという少なさ。灌水停止もや
むを得ないところでしょう。

転じて、9月に入り秋雨前線が日本列
島にかかり始めたとき、台風24号が南の
海を迷走。台風による湿った風が前線を
刺激し、異例の長雨となりました。その
おかげで梅のカラカラも一段落、ダムも
ご覧のように満水となりました。

10月1日からは、南紀用水事務所への
事前連絡を行うことを前提に灌水が再開
されました。

「異常気象」と言ってしまえばそれまでですが、「それにしても…」との思いはみ
なさん同じでしょう。

議
会
だ
よ
り
　み
な
べ
第
8
3
号
　
令
和
8
年
11
月
１
日
発
行

発
行
　
和
歌
山
県
み
な
べ
町
議
会

〒
6
4
5
-0
0
0
2
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
7
4
2

TEL　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
4
　
FA
X
　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
5

議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

12
月
議
会

12
月
2
日（
水
）午
前
9
時
～

次
回
の
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

町 内 あ れ こ れ

ビフォー ８月25日

アフター ９月１９日

あ

と

が

き

２
年
前
の
令
和
６
年
11
月
に
７
名
の
メ
ン
バ
ー
で
広

報
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
住
民

の
視
点
に
立
ち
、
親
し
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
広
報

紙
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。　
　

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
見
出
し
、
で
き
る
だ
け
文
字
数

を
減
ら
し
た
記
事
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
し
て
わ

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
た
。

議
員
だ
け
で
「
議
会
だ
よ
り
」
を
作
っ
て
い
る
自
治

体
は
県
内
で
も
数
少
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
苦
労
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
め
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
議
員
だ
け
で
作
る

「
議
会
だ
よ
り
」
を
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
広
報
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

細
川 

安
弘

島ノ瀬ダム ビフォー
　　　　＆ アフター


